
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告

（
播
磨
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て
）

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
に
関
わ
る
様
々
な
人
が
協
働
し

て
地
域
の
支
え
あ
い
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、
計
画
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に
令
和
４
年
度
か
ら
２

ヵ
年
か
け
て
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
そ

の
策
定
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
や
要
望
な

ど
を
把
握
し
、
計
画
へ
反
映
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
播
磨
町
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
１
，
０
０
０
人
に
送
付
し
、
４
６
７
人
の
方
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に

つ
い
て
、
一
部
抜
粋
し
て
ご
報
告
し
ま
す
。

　
「
町
政
モ
ニ
タ
ー
事
業
」
以
外
で
も
、
自
治
会
及
び

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
各
団
体
の
人
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
回

答
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係
☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
１
１

　計画策定に様々な意見を反映させるため、住民を中
心としたワークショップ「ふわっとふくしにふぉ～か
すしたワークショップ～これからの播磨町の福祉につ
いてみんなで考えよう！～」を開催し、61人の参加が
ありました。10グループに分かれ、現状の課題や目指
したい状態、そ
れを実現するた
めの取り組みや
アイデアなどを
話し合い、発表
しました。

播
磨
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て

２月11日（土・祝）にワークショップを実施しました

令
和
４
年
度
町
政
モ
ニ
タ
ー
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
）

播
磨
町
で
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
く
「
町
政
モ
ニ
タ
ー
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
町
政
モ
ニ
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
５
６

〇あなたは「福祉」に関心がありますか。
「福祉」に関心がある
人は全体では80.3％
と高いものの、年齢別
にみると18～29歳で
は70％未満、30～39
歳では80％未満とな
っています。

〇あなたが地域で手助けしてほしいこと・手助けできることはありますか。
「災害時の手助け」や
「安否確認の声かけ」、
「買い物の手伝い」な
どが、手助けしてほし
いこと・手助けできる
ことで、ともに高い割
合となっています。

0 20 40 60 80（％）

災害時の手助け
安否確認の声がけ

病院など外出の手伝い
買い物の手伝い

高齢者などの見守り
家事の手伝い
お弁当の配食
話し相手

短時間の子どもの預かり
その他

特にない
無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

45.0%

44.3%

40.7%
13.3%

32.3%

63.2%

31.9%
31.3%

25.3%

24.2%

37.5%

35.8%

17.3%

19.1%

8.4%

6.4%

1.3%

3.0%

2.4%

2.4%

9.0%
12.8%

10.5%
12.8%

問

問

0 20 40 60 80 100（％）

36.0％ 32.0％ 24.0％ 8.0％

33.3％

関心がある
35.8％

ある程度関心がある
44.5％

あまり
関心がない
13.9％

関心がない
2.4％

無回答
3.4％

45.8％ 18.8％ 2.1％

28.0％ 54.7％ 14.7％ 1.3％

1.3％

27.3％ 54.5％ 14.3％
2.6％
1.3％

42.7％ 40.2％ 12.2％
3.7％

41.1％ 39.2％ 10.8％ 7.6％

1.3％

1.2％

年齢別

手助けしてほしいこと
手助けできること

〇あなたが地域で必要だと思う役割や活動はどのようなことだと考えますか。
地域で必要だと思う役割や活
動では「災害や防災対策」が
53.5％と最も高く、次いで「高
齢者への支援」が43.7％とな
っています。地域のつながり
の必要性を感じている人が多
いことが分かります。

（％）

災害や防災対策
高齢者への支援

安全や治安への取り組み
教育や子育ての支援

見守り活動等の相互援助
日常生活の協力支援

自然保護や地域美化活動
健康づくりへの支援

生きがいづくり
障がいのある方への支援

生活困窮者への支援
世代間の交流
居場所づくり

青少年の健全育成支援
外国籍の方への支援

その他
特にない
無回答

53.5%

43.7%

31.9%

19.3%

18.2%

16.1%

22.3%

14.3%
14.1%

0.9%

1.7%

9.9%
9.6%

9.2%

5.1%

3.0%

10.3%

12.0%

〇福祉のまちづくりのために、優先して取り組むべきことはどのようなことだと考えますか。
福祉のまちづくりのために優
先して取り組むべきことは、
「福祉・保健サービスの情報提
供を充実させる」が43.3％と
最も高く、次いで「身近な所で
相談できる窓口を充実させ
る」が40.5％となっており、情
報提供や相談窓口の充実に
関心が集まっています。

福祉・保健サービスの情報提供を充実させる
身近な所で相談できる窓口を充実させる
バリアフリー化などの環境整備を進める

福祉・保健サービスの提供事業者を増やす
地区や隣近所で支えあう体制を充実させる

学校における福祉教育を充実させる
多様なニーズに応えるサービス種類を増やす

防災に関する住民への啓発を行う
地域福祉活動の拠点となる場所をつくる
地域福祉活動の中心となる住民を育てる
福祉・保健に関する住民への啓発を行う
当事者同士のつながりづくりを支援する

福祉に関わる組織のネットワーク化を進める
地域福祉のボランティア活動を活発にする

その他
特にない
無回答

43.3%

40.5%

18.0%

17.3%

17.6%

15.4%

15.2%

9.9%
9.0%

7.3%

6.6%

6.2%

6.0%

5.4%

4.3%

4.1%

2.8%

0 10 20 30 40 50 60

0 10 20 30 40 50
（％）
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